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上
庄
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
清
水
文
子
会
長
）

は
、
12
月
11
日
に
上
庄
保
育
園
児
と
の
世
代
間
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
区
の
子
ど
も
と
地
区
社
協
の

役
員
が
交
流
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
文
化
を
継
承

し
、
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
て
お
り
、
こ
の
日
は
、
地
区
社
協
役
員
６
人
、

上
庄
保
育
園
児
34
人
の
合
計
40
人
が
参
加
。

　

午
前
中
は
、
保
育
士
の
指
導
の
も
と
、
歌
や
お

遊
戯
で
ふ
れ
あ
い
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
し
、

羽
子
板
作
り
と
コ
マ
作
り
の
昔
遊
び
に
挑
戦
。

　

出
来
上
が
っ
た
羽
子
板
と
コ
マ
で
早
速
遊
ぶ
様

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
も
ち
つ
き
を
一
緒
に
楽
し
み
、
地
区

社
協
役
員
が
作
っ
た
あ
ん
こ
も
ち
や
き
な
こ
も
ち

を
み
ん
な
で
舌
つ
づ
み
。
ほ
と
ん
ど
の
園
児
が
お

か
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

世代間交流で
　　　昔遊びに挑戦！

平成30年 元旦

この社協だよりは赤い羽根共同募金の
配分金を活用して発行しています。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

大
野
市
共
同
募
金
委
員
会
よ
り
謹

ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
毎
年
、
赤
い
羽
根

よ
り
一
層
進
め
ら
れ
た
と
認
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

第
四
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
掲
げ

る
「
結
の
心
で
つ
な
が
る
福
祉
の
ま

ち
」
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
が
、
そ
の
原
動
力
は
、
皆
さ
ま
方

の
「
や
さ
し
さ
」
と
「
思
い
や
り
」

に
基
づ
く
、
地
域
の
み
ん
な
が
支
え

合
う
「
地
域
力
」
や
「
近
助
力
」
で

あ
り
ま
す
。

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、「
み

ん
な
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
活

き
と
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
」
を
目
指
し
、
全
力
で
事

業
を
展
開
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、役
職
員
一
同
、

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
ご
健
勝
で
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
大
野
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
運
営
な
ら
び
に
事
業
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
多
大
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
九
州
北
部
豪
雨

や
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
問
題
な
ど
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
秋

篠
宮
家
眞
子
さ
ま
の
ご
婚
約
が
発
表

さ
れ
る
な
ど
明
る
い
話
題
も
多
い
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
大
野
市
に
お
き
ま

し
て
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応

し
た
地
域
福
祉
推
進
の
取
り
組
み
と

し
て
、
地
域
で
の
見
守
り
や
支
え
合

い
と
い
っ
た
「
共
助
」
へ
の
活
動
が

市
民
の
期
待
に
応
え
る

　
　
　

福
祉
の
ま
ち
を
目
指
し
て

社
会
福
祉
法
人

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
金
　
森
　
閲
　
治

賜
り
、
募
金
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

が
で
き
、
多
く
の
善
意
の
募
金
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
こ
れ
ら

の
尊
い
募
金
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
進
め
て
い
ま
す
地
域
福
祉
の
推
進

や
民
間
の
社
会
福
祉
事
業
な
ど
に
配

分
さ
れ
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
募
金
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

福
祉
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
仕
組

み
と
し
て
、
ま
た
、
皆
さ
ま
の
や
さ

し
さ
と
思
い
や
り
を
届
け
る
運
動
と

し
て
、
よ
り
一
層
地
域
に
見
え
る
募

金
と
な
る
よ
う
心
が
け
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

の
共
同
募
金
と
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
運
動
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
も
10
月
か
ら
、
区
長
さ
ま
を

は
じ
め
、
民
生
・
児
童
委
員
の
皆
さ

ま
、
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
事

業
所
の
方
々
、
そ
し
て
街
頭
募
金
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た

各
種
団
体
の
皆
さ
ま
な
ど
、
多
く
の

方
々
に
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
と

多
く
の
善
意
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

大
野
市
共
同
募
金
委
員
会

会
長
　
安
　
間
　
勝
　
也

赤い羽根共同募金の
実績中間報告

皆さまにご協力いただいています
赤い羽根共同募金の実績中間報告です。

ご協力ありがとうございます。
（平成29年12月12日現在）

募金方法 一般募金 歳末募金

戸別募金 4,156,500 692,000 

街頭募金 190,312 84,540 

法人募金 1,093,000 

学校募金 12,629 0 

職域募金 135,990  

イベント募金 254,700  

個人募金 14,000 0 

その他の募金 94,725 16,369 

合　　計 5,951,856 792,909 

目 標 額 6,700,000 1,170,000



よ
る
寸
劇
「
ウ
ラ
ウ
ラ
詐
欺
な
ん
で

そ
う
な
る
の
！
」
を
観
劇
。
オ
レ
オ

レ
詐
欺
防
止
の
舞
台
で
、
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
姿
に
笑
い
が
起
き
ま
し
た
。

　

宮
本
真
由
美
氏
の
健
康
体
操
の
後
、

昼
食
時
に
は
、
毎
年
恒
例
の
お
ろ
し

そ
ば
を
堪
能
。

　

そ
の
後
、「
キ
ー
ト
ス
」
の
演
奏
会

が
行
わ
れ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
の
演
奏
で
音
色
を
楽
し
ん
だ

参
加
者
ら
は
、
充
実
し
た
一
日
を
送

り
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
・
22
日
の
二
日
間
に
わ

た
っ
て
、
越
前
お
お
の
産
業
と
食
彩

フ
ェ
ア
の
会
場
で
、
ま
た
、
翌
週
の

10
月
28
日
・
29
日
に
は
九
頭
竜
紅
葉

ま
つ
り
の
会
場
で
、
共
同
募
金
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
会
場
共
に
、
雨
模
様
の
あ
い
に

く
の
天
気
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の

人
が
、
募
金
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　

ま
た
、
九
頭
竜
紅
葉
ま
つ
り
の
初

日
に
は
、
和
泉
小
学
校
の
児
童
が
、

穴
馬
か
ぶ
ら
を
持
っ
て
元
気
よ
く
募

金
活
動
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
ご
協
力
・
ご
厚
意
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
野
市
共
同
募
金
委
員
会
は
11
月

６
日
に
、
先
進
地
視
察
研
修
と
し
て

小
浜
市
共
同
募
金
委
員
会
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

共
同
募
金
で
障
害
児
の
夢
を
叶
え

た
プ
ロ
セ
ス
を
絵
本
に
し
た
「
絵
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
鯖
の
へ
し
こ
づ

く
り
で
一
般
就
労
を
目
指
す
活
動
な

ど
小
浜
市
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、

お
互
い
の
共
同
募
金
活
動
の
取
り
組

み
や
、
募
金
の
集
め
方
な
ど
、
様
々

な
意
見
が
飛
び
交
い
、
あ
ら
た
め
て

共
同
募
金
の
大
切
さ
を
知
る
有
意
義

な
研
修
、
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

10
月
14
日
に
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
に
つ
ど
い
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
参
加
者
同
士
の
交
流
の

越前おおの産業と食彩フェアでの様子

へんねま一座の寸劇

和泉小学校児童も共同募金をＰＲ

キートスの演奏会の様子

２
会
場
で
共
同
募
金
Ｐ
Ｒ
活
動
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～
和
泉
小
学
校
児
童
も

　

共
同
募
金
Ｐ
Ｒ
活
動
に
協
力
～

九頭竜紅葉まつりでの様子

輪
を
ひ
ろ
げ
る
と
と
も
に
、
孤
立
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど
い
「
か
た
ら

い
の
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

参
加
者
１
３
７
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

22
人
が
参
加
。

　

金
森
閲
治
大
野
市
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
Ｊ
Ａ
テ

ラ
ル
越
前
女
性
部
大
野
南
支
店
上
庄

女
性
部
有
志
「
へ
ん
ね
ま
一
座
」
に 奥越明成高校の生徒もお手伝い

活発な意見が飛び交いました

小
浜
市
共
同
募
金

活
動
に
つ
い
て
学
ぶ

～
大
野
市
共
同
募
金
委
員
会
が

　
　
　
　
先
進
地
視
察
研
修
～

～
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど
い

　「
か
た
ら
い
の
会
」
を
開
催
～

今
年
の
お
そ
ば
も
お
い
し
い
の



そ
の
益
を
地
域
福
祉
の
推
進
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。

　

有
終
南
小
学
校（
遠
藤
洋
子
校
長
）

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
活
動
の

一
環
と
し
て
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
・
リ
ン

グ
プ
ル
の
収
集
と
共
同
募
金
活
動
を

行
い
、
こ
の
ほ
ど
大
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
と
大
野
市
共
同
募
金
委
員
会

へ
寄
付
し
ま
し
た
。

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
・
リ
ン
グ
プ
ル
は

今
年
４
月
か
ら
学
校
全
体
で
集
め
た

も
の
で
、
そ
の
量
は
ご
み
袋
25
袋
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

い
た
だ
い
た
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
は
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
を
通
じ
て
様
々

な
社
会
貢
献
活
動
に
役
立
て
、
リ
ン

グ
プ
ル
は
再
生
資
源
と
し
て
売
却
し
、
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９
月
23
日
、
多
田
記
念
大
野
有
終

会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
平
成
29
年

度
大
野
市
社
会
福
祉
大
会
が
行
わ
れ
、

市
民
約
６
０
０
人
が
参
加
。

　

最
初
に
式
典
が
行
わ
れ
、
国
歌
斉

唱
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
の
後
、
奥
越

明
成
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
副
部
長

の
山
下
瑠
唯
さ
ん
の
先
導
の
も
と
、

来
場
者
全
員
で
大
野
市
民
憲
章
と
大

野
市
教
育
理
念
を
唱
和
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
金
森
閲
治
大
野
市
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
及
び
岡
田
高
大
大

野
市
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
長
年
地
域
の
福
祉
向
上

に
ご
尽
力
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功

労
者（
１
団
体
）・
地
域
福
祉
推
進
功

労
者
（
11
人
）
の
各
表
彰
と
、
金
品

寄
付
の
感
謝
状
贈
呈
（
３
人
・
１
団

体
）
が
行
わ
れ
、
山
崎
利
昭
大
野
市

議
会
議
長
と
山
岸
猛
夫
福
井
県
議
会

議
員
、
伊
藤
靖
朗
福
井
県
社
会
福
祉

協
議
会
副
会
長
か
ら
来
賓
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
い
て
、
ゴ
ル
ゴ
松
本
氏

の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
ト
ー
ク
に
会
場
は
笑
い
が

絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　

表
彰
等
の
受
賞
者
、
団
体
は
次
の

と
お
り
で
す
。

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
】

絵
手
紙
ひ
よ
っ
こ
く
ら
ぶ

【
地
域
福
祉
推
進
功
労
者
】

梅
澤　

伴
子

表　

秀
信

大
野
市
社
会
福
祉
大
会
開
催

有
終
南
小
学
校
が
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
・
リ
ン
グ
プ
ル
・

共
同
募
金
を
寄
付

金森大野市社会福祉協議会会長の挨拶

表彰の様子

要約筆記者も活躍

ゴルゴ松本氏の基調講演

社
会
福
祉
貢
献

　
　
　
　

２
団
体
・
14
人
を
表
彰

小
山　

良
一

小
松　

光
男

坂
本　

次
義

杉
本　

マ
リ
子

竹
内　

喜
代
子

谷
口　

和
江

中
村　

直
美

前
田　

五
百
里

前
田　

ユ
ミ
子

 【
感
謝
状
贈
呈
】

宇
野　

主
税

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
女
性
部

中
森　

紀
子

前
田　

房
子



　

大
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
藤
堂
朱
実
代
表
）
は
、
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郡上市ボランティアセンターでの研修

大野市ボランティア活動
ネットワークが先進地視察

　

福
井
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
県
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、「『
つ
な

が
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
』
推
進
運

動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
「
福
井
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
」
は
、
県
民
が
普
段
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
「
サ
マ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
」
の
活
動
を
通
じ
て

気
づ
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
の
ふ

り
返
り
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
意
義
や
価
値
を
共
有
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼点訳ボランティア　てんてん
・メンバー数　10人
・活動内容
　〇視覚障害者の方への点字ボランティア
　〇学校での点字体験学習サポート
・主な活動場所
　ボランティアセンター及び
　　会員自宅でパソコンでの点訳作業　
・活動日
　毎月第２木曜日　　９：00～12：00

市民へのメッセージ
　一緒にボランティア活動をしてくださる方を
募集しています。

◦ボランティア活動ネットワーク◦
◦グループ紹介◦

▼話し相手ボランティア　よつば
・メンバー数　23人
・活動始期　　平成21年８月
・活動頻度　　月４回
・活動時間　　１時間/回
・主な活動場所　４か所の介護施設
・設立のきっかけ

　平成20年２月に開催された養成講座修了者で市
内施設見学を経て会を結成し、８月より活動開始。

活動内容
　市内４か所の施設ごとに活動日を決めて施設を訪
問し、１時間利用者さんの話し合相手をさせてもら
っています。利用者さんの状況・状態などにより、
利用者さんと一緒に歌ったり、本を見たりしていま
す。

市民へのメッセージ
　人生の先輩からお話を聞かせていただき元気と勇
気をいただいています。人とお話することで気持ち
が晴れてきます。皆さんにお会いし、楽しいひと時
を一緒に過ごしたいと思っています。

傾聴ボランティア養成講座の様子

　

本
年
度
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
経
験
か
ら
得
た
こ
と
・
感
じ
た
こ

と
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
自

分
の
思
い
・
考
え
て
い
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
募
集
が
行
わ
れ
、
厳

正
な
選
考
の
結
果
、最
優
秀
賞
４
人
、

優
秀
賞
４
人
、
入
選
16
人
、
学
校
賞

２
校
を
決
定
し
、
一
般
の
部
で
、
大

野
市
の
奥
村
直
子
氏
の
作
品
が
入
選

し
ま
し
た
。

　

奥
村
直
子
氏
の
作
品
は
大
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

福
井
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
　
　
　
　
　

奥
村
氏
の
作
品
が
入
賞

10
月
19
日
、
郡
上
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
先
進
地
視
察
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

郡
上
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
設
立
は
、
平
成
27
年
度
と
大
野
市

と
比
べ
る
と
遅
く
発
足
し
た
の
で
す

が
、
登
録
団
体
や
個
人
の
数
は
郡
上

市
の
方
が
多
く
、
ま
た
各
種
研
修
を

行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
学
ぶ
こ
と
も

多
く
、
参
加
し
た
委
員
か
ら
多
く
の

質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
大
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
15
人
の
参

加
が
あ
り
、
こ
の
研
修
を
通
じ
て
、

大
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

円
滑
な
運
営
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

～
福
井
県
社
会
福
祉
大
会
で
表
彰
～
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天
神
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
結
の
郷
」
に
あ
か
ね
保
育
園
園
児

が
慰
問
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
は
、
総
務
省
が
定
め
た

人
権
週
間
（
12
月
４
日
～
10
日
）
の

事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
あ
か

ね
保
育
園
年
長
児
19
人
が
来
訪
。

　

最
初
に
、
男
の
子
の
ダ
ン
ス
・
女

の
子
の
ダ
ン
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
、

利
用
者
は
か
わ
い
い
訪
問
者
に
目
じ

り
を
下
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ス
の
後
は
、
園
児
た
ち
が
利

用
者
の
も
と
へ
行
き
、
指
遊
び
な
ど

を
し
て
楽
し
み
、
利
用
者
は
孫
や
ひ

孫
の
よ
う
な
園
児
た
ち
と
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
高

齢
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応

じ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
保
健
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
調

整
す
る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
在
宅

介
護
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
高
齢

者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家
族
の
身
体

的
、
精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
、
要
介
護
高
齢
者
の
在
宅
生

活
の
継
続
と
向
上
を
図
る
た
め
に
、

女の子のダンス

か
わ
い
い
ダ
ン
ス
に
頬
ゆ
る
む

～
あ
か
ね
保
育
園
児
が

　
天
神
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
～

男の子のダンス

園児とふれあい

第
３
回
家
族
介
護
教
室
を
11
月
2
日

に
あ
っ
宝
ん
ど
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、（
株
）メ
デ
ィ
ペ
ッ
ク
の

古
市
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
か
ら
福

祉
用
具
の
種
類
や
説
明
を
受
け
、
実

際
に
最
新
の
福
祉
用
具
に
触
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
入
浴
や
食
事
を
済
ま
せ

た
後
、
お
互
い
の
情
報
交
換
や
、
介

護
相
談
等
を
行
い
充
実
し
た
一
日
を

送
り
ま
し
た
。

あっ宝んどでリフレッシュ！

～家族介護教室開催～
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あなたの暮らしの
をお手伝いします

毎日の暮らしのなかにはいろいろな不安や疑問、判断に迷ってしまうことがたくさんあります。
このような場合に、日常生活自立支援事業は、福祉サービスの利用手続きや、金銭管理のお手伝いをして、

住みなれた地域で安心して生活が送れるようサポートします。現在42人の方が利用しています。

どんな人が利用できるの？？
認知症高齢者・知的障害者・精神障害者など判断能力が不十分な方、自分ひとりで契約などの
判断をすることが不安な方、お金の管理に困っている方などが利用できます。
※施設や病院に入所、入院した場合でも利用できます

どんなサービスがあるの？？
福祉サービス利用の申し込み、契約手続き、日常的なお金の出し入れ、
預金通帳の預かりなどのお手伝いをします。

サービスの利用に費用はかかるの？？
相談は無料、サービスは有料です。
相談や支援計画の作成にかかる費用は無料です。福祉サービス利用手続き、
金銭管理などのサービスを利用する際は料金がかかります。

どうすればサービスが利用できるの？？
まずは下記までお問い合わせ下さい。

大野市社会福祉協議会　大野市高齢者・障害者日常生活自立支援センター
大野市天神町１−19　大野有終会館「結とぴあ内」　☎（０７７９）６５−８７７３

日常生活自立支援事業ってどんな事業なの？？

Q
A

福祉サービスを使いたいが、
どうすればいいか
わからない方

書類がくるけど、
どう手続きしたらいいか

わからない方

最近物忘れが多くて
預金通帳をどこへ保管したか

わからなくなる方

計画的にお金を
使いたいけど、

いつも迷ってしまう方

Q
A

福祉サービスを
安心して利用できるように

お手伝いします

毎日の暮らしに欠かせない、
お金の出し入れを
お手伝いします

日常生活に必要な
事務手続きの
お手伝いをします

大切な通帳や証書などを
安全な場所で
お預かりします

Q
A

Q
A

お問い合わせ先

“あんしん”
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◆
社
会
福
祉
事
業
寄
附
金
◆

匿
名　
　
　

１
，
０
０
０
円

山
形　

愛
子

　

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
５
０
０
円

小
林　

福
二
郎

　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

大
野
市
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

協
会　
　

３
１
，
０
０
０
円

申　

東
奎

　
　
　
　

３
０
，
０
０
０
円

松
田　

政
治

　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

横
田　

晃
弘

　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

黒
田　

宗
雲

　
　
　
　

３
０
，
０
０
０
円

竹
内　

宏
司

　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

匿
名　
　
　

１
，
４
６
３
円

大
野
商
工
会
議
所
女
性
会

　
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

リ
ン
グ
プ
ル
２
４
０
㎏

　
　
　
　

１
８
，
５
０
０
円

◆
古
切
手
・
リ
ン
グ
プ
ル
◆

小
池　

博
子

島
田　

澄
子

前
田
電
気
㈱

安
川　

光
男

紫
水
の
郷

大
石　

芙
美
子

斉
藤　

嘉
代
子

手
話
サ
ー
ク
ル
名
水

原　

冨
志
子

橋
本　

和
子

辻　

和
子

ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

下
庄
ク
ラ
ブ

岩
田　

ヒ
ロ
子

廣
瀬　

美
智
子

長
生
会
第
二
ク
ラ
ブ

や
さ
し
く
あ
た
た
か
い
あ
な
た
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

次
回
発
行（
第
２
０
５
号
）

は
３
月
１
日
の
予
定
で
す
。

越
田　

和
子

中
川　

加
壽
子

巻
寄　

佳
子

野
村　

京
子

石
田　

蒼
空

石
田　

煌
祈

吉
田　

生
子

北
大
野
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　
　

愛
好
会

花
房　

次
夫

山
岸　

博
子

東
中
野
区

山
田　

孝
治

伊
織
建
築
㈲

山
下　

真
理
子

小
山
愛
育
会

㈲
宮
本
国
文
堂

内
田　

文
子

松
田　

哲
郎

阿
部　

智
恵
子

竹
田　

嘉
津
子

山
内　

廣
志

南
部　

弘
子

中
川　

一
枝

中
村　

政
夫

加
藤　

一
義

第
四
地
区

　
　
　

高
齢
者
お
楽
し
み
会

藤
井　

よ
し
子

髙
畑　

勝
子

山
形　

愛
子

陽
寿
会

清
水　

さ
だ
を

東
大
月
自
治
会

細
沢　

月
楓

細
沢　

來
生

細
沢　

擢
吏

立
川　

正
剛

立
川　

正
真

立
川　

由
彩

林　
　

幹
介

林　
　

照
久

乾　
　

礼
子

熊
谷
武
二
郎
税
理
士
事
務
所

㈱
マ
ル
ハ
ン
大
野
店

吉
田　

と
み
子

ビ
ュ
ー
ト（
理
・
美
容
）

大
野
消
防
署

牧
野　

華
苗

亜
紀
子（
ス
ナ
ッ
ク
）

高
田　

育
代

石
川　

浩
江

杉
本　

翔
舞

田
中　

み
ち
こ

高
縄　

七
生

い
た
る
・
い
と

乾
側
小
学
校

川
上　

美
智
子

近
岡　

良
雄

石
川　

年
江

春
日
三
丁
目
中
区

　
　
　
　
　
　

婦
人
ク
ラ
ブ

㈲
桜
井
板
金
工
業

神
谷　

信
子

円
和
寺

幾
山　

よ
し
子

明
治
安
田
生
命
大
野

大
野
市
母
子
寡
婦

　
　
　
　
　
　

福
祉
連
合
会

春
日
一
丁
目
上
区

新
鮮
館
三
番
通
り
店

嵐
谷
建
具
店

井
部　

武
子

山
下　

健
次
郎

田
中　

亜
怜
、
希
釆

原
田　

裕
孝

佐
々
木　

峰
子

栃
木
産
婦
人
科
医
院

山
下　

晃
澄

山
本　

幸
子

廣
瀬　

則
子

田
中　

キ
ヌ
エ

坂
元　

み
つ
枝

東　

政
江

㈲
南
部
酒
造
場

喜
幸

吉
田　

百
合
子

清
水　

八
重
子

宗
信　

や
ゑ
子

佐
々
木
美
容
院

第
四
地
区
区
長
会

江
上　

洋
一

中
村　

勝
彦

山
田　

久
子

大
野
市
役
所
税
務
課

北
伸
電
機
㈱

千
歩　

ふ
み
子

中
村　

円
香

辻　

洋
子

勝
矢　

ひ
ろ
子

ブ
ル
ー
ム
ー
ン

吉
田　

せ
つ
よ

あ
す
か
・
さ
や
か

石
本　

厚
子

春
日
一
丁
目
上
区

　
　
　
　
　

つ
く
し
サ
ロ
ン

長
谷　

た
か
子

中
休
営
農
組
合

斉
藤　

嘉
代
子

米
村　

誠
治

林　

裕
子

松
山　

恵
子

石
倉　

静
江

開
発
長
生
会

若
杉
町
一
班

永
見　

典
子

愛
知
電
装
㈱

中
矢　

順
子

㈲
ミ
ヤ
ツ
カ

三
谷　

寛
治

松
田　

ゆ
り
子

㈱
ア
ク
サ
生
命
大
野
分
室

石
田　

千
真

斉
藤　

愛
美

斉
藤　

将
也

大
野
の
水
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

古
世　

高
美

後
藤　

宮
子

加
藤　

絹
代

寿
楽
山

松
葉　

祐
佳

村
田　

敬
子

関
西
大
野
会

松
田　

直
美

放
送
大
学
京
都
同
窓
会

京
都
宇
治
御
蔵
山

　
　
　
　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

竹
田　

嘉
津
子

柿
打　

礼
子

大
石　

敏
彦

山
田　

幸
子

中
川　

由
理

中
川　

八
重
子

松
田　

つ
や
子

森
口　

和
美

森
口　

ふ
さ
子

廣
作　

由
美
子

宮
下　

多
津
子

石
本　

美
奈
子

理
容
ナ
カ
モ
リ

富
平　

邦
子

山
川　

和
子

笹
嶋　

貞
一

笹
嶋　

晃
子

春
日
野
区
サ
ロ
ン
と
ね
き
沢

カ
ー
テ
ッ
ク
大
野
㈱

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　

麻
那
の
会

（
一
社
）大
野
建
設
業
会

　
　
　
　
　
　
　
　

女
性
部

新
鮮
館
大
野
店

石
原　

き
よ
み

山
本　

正
義

松
田　

和
香
那

蔵
敷　

敏
子

春
日
三
丁
目
中
区

　
　
　
　
　
　

婦
人
ク
ラ
ブ

ユ
ニ
デ
ン
タ
ル

帰
山　

つ
ゆ
子

広
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
山　

さ
と
み

㈱
南
カ
ー
セ
ン
タ
ー

Ｏ
Ｈ
Ｋ
協
同
組
合

廣
瀬　

ま
ゆ
み

㈲
真
栄
ガ
ラ
ス

ペ
ル
ル　

ヴ
ィ
オ
店

瀬
戸　

道
子

尚
徳
中
学
校

石
本　

直
幸

有
明
町
長
生
会

高
田　

澄
子

中
出　

清

松
田　

守
男（
理
容
）

砂
子
整
骨
院

横
田　

良
子

松
原　

明
美

村
下　

修
一

小
矢
戸
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

中
村　

幸
子

丸
栄
電
工
㈱

乾　

匡

稲
田　

富
美
子

長
谷
川　

美
代
子

中
村　

重
夫

宮
西　

正
子

島
田　

明
子

明
石　

信
子

開
成
保
育
園

本
多　

道
代

大
野
市
役
所
総
務
課

黒
野　

光
子

下
崎　

幸
恵

富
平　

和
治

山
下　

美
貴
子

高
尾　

あ
き
子

長
谷
川　

律
子

中
山　

優
子

稲
山
織
物
㈱

金
子　

清
子

長
井　

真
理
子

森
永　

智
子

阪
谷
公
民
館

古
川　

隆
雄

山
﨑　

豊
子

廣
瀬　

武
子

乾
側
地
区
女
性
の
会

中
津
川
エ
プ
ロ
ン
の
会

テ
ラ
ル
越
前

増
田
板
金
工
業
所

春
日
二
丁
目
西
区

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

原　

ひ
な
た
・
ひ
よ
り

木
下　

初
江

㈱
松
田
燃
料
店

西
尾　

裕
子

田
中　

五
一

清
川　

峯
子

帰
山　

甚
治

大
野
市
水
落
町

多
田　

つ
ね
を

安
達　

香
代
子

村
上　

哉
翔

村
上　

愛
昊

村
上　

夢
晃

居
酒
屋
か
っ
ち
ゃ
ん

滝
波　

道
子

㈱
松
浦
印
刷
所

ベ
ル
ジ
ュ
ア
ダ
チ

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
ス
タ
ジ
オ

　
　
　
　
　
　
　

Ⅴ
Ⅰ
Ⅴ
Ａ

結
の
郷

天
神
サ
ロ
ン

岸
田　

と
み
子

高
橋　

照
二

上
庄
小
学
校

田
﨑

高
砂
一
区
元
気
会

大
野
市
役
所
市
民
生
活
課

山
川　

し
げ
子

横
町　

純

㈱
中
保
屋
電
気
商
会

石
森　

豊
子

山
崎　

な
な
み

山
崎　

ひ
な
た

山
崎　

ゆ
う
な

山
崎　

裕
美
子

さ
く
ら
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

牧
野　

美
雪

水
上　

か
よ
子

歸
山　

夏
實

明
先　

吉
夫

窪
土　

次
男

市
川　

幸
代

笹
島　

唯
衣

笹
島　

優
希

塚
田　

凌

田
中　

敏
雄

櫻
井　

笑
子

斉
藤　

八
郎

山
本　

武
夫

匿
名　

十
九
名


